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和歌山県白浜町番所山のニホンテン

Japanese marten Martes melampus melampus at Bansho mountain

in Shirahama town, Wakayama Prefecture, Japan

久保田　信

和歌山県白浜町で深夜に事故死したニホンテ

ンMaries melampus melampusの報告はある

が(久保田, 1998, 2006;細田ほか, 1998)、

今回、自然に生きるニホンテン複数個体が、和

歌山県白浜町の白浜半島の先端に位置する番所

山に生息しているので記録する。

番所山への登り口で、 2011年6月13日20時40

分、日の入りから約1時間後の暗くなった時間

帯に、 2個体のニホンテンに初めて偶然に遭遇

した。その後、翌日早朝のまだ暗い4時40分に、

同じ場所に2個体がいた(恐らく同じ個体)0 1

個体の大型の方は著者に近づき、鳴き声を何度

も発したが(図1)、それは子供を守る行動と

推察され、しばらくすると木に登り、子供をく

わえて連れ去った。約1時間後の5時30分に、そ

の場所にニホンテンはいなかったが、そこの遊

歩道路上に糞と推定されるものが6箇所にあり、

1箇所はペアで見つかった(図2)。 2個体が同

じ箇所にしたものと思われる。

翌々日の15日の早朝5時10分と25分にはニホ

ンテンはいなかったが、続く同年6月17日の早

朝5時4分に、あたりは少ししらんでいたが、 1

個体のニホンテンに遭遇した。 6月19日の早朝5

時35分にはいなかった。 2011年6月の昼間に、

大雨の日以外は番所山の登りロから臨海北浜に

至るすべての遊歩道を調査したが、ニホンテン

の姿はなかった。ニホンテンは夜行性なので昼

間はでてこないで、夜間から早朝まで活動する

ものと推察される。

図1　和歌山県白浜町番所山の二ホンテン

Martes melampus melampus at Bansho mountain in

Shirahama, Wakayama Prefecture, Japan.

図2　和歌山県白浜町番所山のニホンテンの糞

Faces of Martes melampus melampus at Bansho

mountain m Shirahama, Wakayama Prefecture,

Japan.
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